『해석자들』　　　성석제／成碩濟　著

■作家について
1960年 慶尚北道　尚州市出身。
延世大学法学部卒。

1989年 文学思想　詩部門で新人賞を受賞し文壇デビュー。

1994年 小説集「그곳에는 어처구니들이 산다」を刊行し、小説も書き始めた。

1997年「홀림」で第３０回韓国日報文学賞、2000年「유랑」で第１３回東西文学賞、　　
1998年「황만근은 이렇게 말했다」で第２回李孝石文学賞と第３３回東仁文学賞を受賞。

■主な作品

　長編小説「왕을 찾아서」「궁전의 새」「순정」

　中篇小説「호랑이를 봤다」
　小説集　「그곳에는 어처구니들이 산다」「새가 되었네」 「재미나는 인생」

「아빠 아빠 오, 불쌍한 우리 아빠」「홀림」「황만근은 이렇게 말했다」
■登場人物

私・・クミル生まれの文化評論家。クミル郡の文化紀行ドキュメンタリー番組のレポーター兼解説者
チェ・ヒョンミョン・・クミル郡庁の文化観光課職員

プロデューサー・・姓は郭。
カメラマン・・プロデューサーより５・６歳若い。与えられたことしかしない。暇があれば携帯電話でメールをやり取りしている。

キム・ムンイル・・文人、書道家、漢文学者、歴史学者を自任。５０代半ば。太っていて赤ら顔。扇子を手にして、絡むし織の服と半ズボンに黒い靴下と靴を履いている。手には扇子、耳にイヤフォンを引っ掛けている。
■あらすじ

　文化紀行のドキュメンタリー番組を作るため訪れたクミル郡。撮影予定が急きょ中止になり連れて行かれた烈女閣で、私たちは、漢文学者、歴史学者を自任するキム・ムンイルに出会った。

　烈女閣にまつわる話を熱っぽく語るムンイル。番組のためムンイルを撮影することにはなったが、私はムンイルを胡散臭く思っている。実は、私はムンイルと１０年前に出会っている。そのとき彼は、私に自分の祖先の功績を語って聞かせるが、疑問な点を質問した私に「お前は誰だ。誰の差し金で来た。」と罵声を浴びせた。ムンイルは、自分の話に疑問を投げかける人を激しく攻撃する。そうすることで、自分の論理を正当化することができると思っているようだ。今回もムンイルが語る烈女閣の話にも矛盾点を見つけだそうと私は話を聞き続けた。そして、今回も１０年前と同じ顛末で終わった。
· 内容
【烈女閣での出会い】

・撮影予定が急にキャンセルになったため、文化観光課職員のチェ・ヒョンミョンが、私たち３名を烈女閣に連れてきた。そこにいた自称漢文学者のムンイルが、テレビカメラとマイクを見ると烈女閣にまつわる逸話を熱っぽく語り始めた。私は、男が話し始めたとたんムンイルがどんな人物なのか分かった。
・クミル郡の文化紀行ドキュメンタリー番組の材料探しに苦労していたプロデユーサーは、ムンイルを取材することにした。そして私がインタビューをすることになった。ヒョンミョンは私に「あの男の話は、町の老人会館にある伝承本を見て言っているにすぎない。出鱈目だ。」とつぶやいた。私は、ヒョンミョンの言葉を裏付ける証拠を烈女閣の裏で発見した。しかし、すでに撮影は始まっていたため、ヒョンミョンは笑いを浮かべながらムンイルを見つめ、私も聞いてやろうじゃないかという気持ちでムンイルを見つめている。
【キム・ムンイルについて】
· キム・ムンイルは幼くして両親と死に別れ、漢学者の祖父から漢文を習った。学校にはいかず、祖父の他界後も独学で漢文を学んだ。１０年前に朝鮮時代に発刊され漢文で書かれた「クミル誌」の発刊に携わった。ムンイルは、この翻訳と編集を通してクミルの歴史とこの地域の一族関係を熟知した。また、一族の漢文の文集翻訳や碑文編纂に関与したことから、この地域の言論界と文化界での地位を築いていった。
· ある国会議員出馬予定者の同族で金持ちの一人が、お金を出させて宗家を復元しようとしていた。それに関してムンイルは、輝かしい功績を挙げた。そしてその宗家の離れに住むようになった。

· ムンイルは、一族の祖先を讃えるための小説に、賛意を表して集まった義兵のことを地方の豪族たちの寄せ集めの私兵と扱き下ろして書いていた。その事実が明らかになり、またそのことを知った義兵の子孫から非難された。そうしてムンイルは宗家の離れから追い出されてしまった。
【私とキム・ムンイル】

・１０年前、私は、国会議員出馬予定の同郷である企業人から自叙伝執筆の依頼を受けたことによりムンイルと出会った。ムンイルが書く一族に関する話は、正確に言えば創作であった。一族の祖先にまつわる逸話を、事実であると最後まで貫き通すことが難しいときは小説と称して出版した。しかし、正史に書かれていない事柄をあたかも事実かのように、あちらこちらに寄稿していた。私は、ムンイルに会う前に渡された小説と何篇かの文章を読みむだけで、ムンイルはどんな人なのかが分かった。素人の私でさえ簡単に見破ってしまえる内容が、なぜ一族と地域社会に受け入れられたのか。たぶん、当時は皆、食べていくことに精一杯で、客観的に検証する人も関心を持つ人もいなかったのだろう。

【キム・ムンイルの態度の変化】

・ムンイルの烈女閣にまつわる話しは、碑文を書いた王の言葉で終わった。私は、ムンイルに話の矛盾点に的を当てながら質問し始めた。すると次第にムンイルの言葉はぞんざいな言葉に変わり、ついに「お前は何者だ。誰の差し金できた。」と言い放った。
１０年前も同じであった。ムンイルは、自分の理論について相手から疑問を投げかけられると逆にその人を攻撃する。そうすることによって自分の論理から問題点がなくなると錯覚しているようである。そして、世の中と自分の世界とを結びつけて、説明できなければ自分の人生に意味が無いと思っているかのようだ。
・険悪な状態で撮影は中止となったが、ムンイルは、他に人を見つけたとたん何事もなかったかのように声を掛けはじめた。１０年前も「私の目の黒いうちは議員の自叙伝は書かせない。お前の頭の骨を噛み砕いて飲み干してやる。お前は一生成功することなどない。」と罵声を浴びせたにもかかわらず、次に電話したときには、私の名前を言っても覚えていなかった。
